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日本近世都市空間の検討課題

【1.授業の概要】
都市は歴史地理学にとって重要な研究対象の一つである。しかし、都市とは本来近代的な概念であり、前近代にさかのぼってこれを用いることは、近代の都市像を前近代に重ねて理解することになり、幾つかの問題が生じてくる。
この授業では都市と呼ばれてきたものを一つの空間(地域）単位として歴史空間の多様なとらえ方、また近代の概念を遡及的に用いることによって生じる問題点を理解し、時代状況に適った「都市」のあり方を考えていく。

【2.授業の目的・ねらい】
１．歴史地理学における日本近世都市研究の成果を修得する。
　　　Ａ．近世京都の空間構成に関する研究成果
　　　Ｂ．近世城下町の空間構成に関する研究成果
２．歴史地理学における日本近世都市研究の基本的課題を理解する。
近代の都市像を前近代に重ねて理解することから生じる問題点
　　　Ａ．①歴史的現在における都市空間把握の多様性
②近代以降の二項対立的な都市・村落関係による空間理解の難しさ
　　　Ｂ．歴史的に変化する都市・村落関係
３．＜空間／時間＞という視角から歴史的事象をとらえる力を養う。

【3.授業で使用するレジュメ・資料の配布】
各自が教員ホームページからレジュメ・資料をダウンロード、印刷して事前に準備すること。
佛教大学総合案内 → 【学部】歴史学部歴史文化学科 → 教員紹介「渡邊秀一」 → ホームページ → 
[bookmark: _GoBack]地理学特講1
· 各回のレジュメ・資料はＡ4サイズ。ただし、Ａ3サイズの資料は教室配布。

【4.各回授業の事前・事後の学習】
· 事前学習：各回の授業レジュメに2～3の学習課題を掲載。1つ以上の課題について事前に学習し、要点をまとめておくこと。
· 事後学習：各回の授業内容について、問題から結論に至る要点をまとめておくこと。



【5.各回の授業テーマと全体構成】
	回
	月日
	授業テーマ
	授業の全体構成

	1
	4月10日
	授業の目的と授業スケジュール
	
	

	2
	4月17日
	京と洛中・洛外
	都市の「内・外」という空間関係

	         　事例①公的な、客観的
空間


	3
	4月24日
	下賜銀からみた近世京都の空間構成
	
	　　　　　 事例②

	4
	5月8日
	大仏組の成立
	
	空間把握の変化①

	5
	5月15日
	洛中碑からみた洛中洛外
	
	　　　　　 事例③

	6
	5月22日
	刊行絵図からみた洛中洛外
	
	空間把握の変化②主観的空間


	7
	5月29日
	平安城という地域意識
	
	　　　　　 空間の主観的意味

	8
	6月5日
	歴史空間の多様性（確認テスト）
	
	

	9
	6月12日
	町立てと村寄せ
	近世城下町内の町・村落関係

	　　　　　 城下町人地の形成町の空間構成


	10
	6月19日
	越前大野城下の空間構成
	
	　　　　　 城下の基本的構成

	11
	6月26日
	大野城下「渡し地浮地絵図」の記載内容
	
	　　　　　 町絵図と村絵図「村」からみた「町」空間


	12
	7月3日
	渡し地・浮地の意味とその分布
	
	　　　　　 耕作地と屋敷地

	13
	7月10日
	有租地と越前大野の武家地
	
	　　　　　 武家地の空間構成

	14
	7月17日
	越前大野城下の空間的特質
	
	　　　　　 ＜町／村＞空間

	15
	7月24日
	近世の町と村（確認テスト）
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※学術論文は、授業内で適宜指示します。
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